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島根県松江市大根島の熔岩洞から発見されたナガミズムシ
P施肥α加伽e伽s加叩α卿"〃j(Tattersall)
（甲殻類，等脚目，ミズムシ科）の標本について
布村昇'＊
2017年9月22日受付
2017年ll月28日受理
要旨
島根県松江市の大根島は島全体が火山で，主に玄武岩の溶岩からなるが，溶岩が流れる際に
できた熔岩燧道である幽鬼洞から発見されたナガミズムシ属（甲殼亜門，軟甲綱，等脚目，ミ
ズムシ科)の標本を調査したところ,助花"oqse"""wα腕"mi(Thttersall)と同定された。しかし，
原記載や従来報告された幾つかの報告との形態的相違が見つかった。そのうち，腹部節後端にl
対の浅いくぼみがあること，第4胸脚が第3胸脚に比して著しく小さくはないこと，尾肢が比較
的短いこと，第2小顎の基節内葉の剛毛数や第3腹肢外肢の剛毛数が多いこと，第1胸脚指節内縁
の鰊の数が少ないこと，尾肢外肢の長さが内肢に比して著しく短くないことなどは地理的変異
と考えられる。なお，顎脚の交尾鉤数やオス第1腹肢基節の交尾鉤数などは個体により変異があ
るようである｡そのほかの変異は成長の変化に伴って変化する形質である可能性が高い｡なお，
この燧道はドウクツミミズハゼのなどの貴重種が生息しており，崩落の危険があるため入洞は
禁止されており，今後も多くの標本を採集することは困難であると思われるので主に分類形質
として必要となる可能性の高いオスのほとんどの付属肢の形態を記載しておく。
キーワード：ナガミズムシ，ミズムシ科，等脚目，再記載，分類
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